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昭和57年2月10日（2）広報こうなん

　
今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
分
の
所
得
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
整
理
記
帳
な
ど
充
分
な
用

意
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
申

告
時
に
誤
り
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
り
申
告
の
時
期
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
五
目
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
期
限
問
近
に
な
り
ま
す
と
申
告

相
談
会
場
は
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の

で
、
定
め
ら
れ
た
日
程
の
該
当
日
時
に

済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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例
年
の
よ
う
に
税
務
署
か
ら
申
告
書

が
送
ら
れ
ま
す
が
、
村
で
行
う
相
談
に

該
当
さ
れ
る
方
以
外
は
相
談
日
及
び
会

場
が
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ハ
ガ
キ
で

相
談
日
の
日
程
等
申
告
の
案
内
が
ま
い

り
ま
す
の
で
、
こ
の
日
程
に
よ
り
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
用
紙
が
送
ら
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
税
務
署
や
役
場
税
務
課

に
申
告
用
紙
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

な
ど
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
還
付
－
申
告

　
年
末
調
整
の
済
ん
だ
給
与
所
得
者
で

住
宅
取
得
控
除
・
医
療
費
控
除
・
雑
損

控
除
等
が
該
当
す
る
方
は
、
二
月
十
五

日
以
前
で
も
税
務
署
で
還
付
の
申
告
を

受
付
け
て
お
り
ま
す
。
早
く
申
告
す
れ

ば
早
く
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
村
で
行
う
申
告
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
農
業
所
得
者
、
農
業
所
得
と
給
与
所

得
合
算
者
及
び
小
額
営
庶
業
者
に
つ
い

て
は
、
表
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
　
申
告
相
談
に

　
　
　
　
持
参
い
た
だ
く
書
類

④
　
案
内
状
や
同
封
の
申
告
書

㈱
　
給
与
支
払
、
源
泉
徴
収
に
関
す
る

帳
簿
や
書
類

㈹
　
収
入
や
所
得
計
算
の
基
と
な
っ
た

善
類

⑥
　
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
の
支

　
払
証
明
書

5
　
印
か
ん

㈲
　
そ
の
他
機
械
化
集
団
へ
の
支
払
証

　
明
等
必
要
な
も
の

ー
村
で
行
う
確
定
申
告
相
談
日
程
”

月
　
　
　
　
　
日

該
　
当
　
者

会
　
　
　
場

二
月
＋
七
日
㈱

農
業
所
得
者

農
業
・
給
与
の

合
算
所
得
者

役
場
会
議
室

費
G
⑤
一
五
二
一

〃
　
十
八
日
㈱

〃
　
十
九
日
総

〃
　
二
＋
日
出

小
額
営
庶
業
者

時
間
．
：
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
た
だ
し

し
二
十
日
㈹
は
午
前
十
一
時
ま
で
で
す
。

　
申
告
を
し
て
い
た
だ
ぐ
か
た
は
、

今
年
の
一
月
一
日
現
在
江
南
村
に
住
所

が
あ
り
、
五
十
六
年
中
に
所
得
の
あ
っ

た
か
た
。

　
た
だ
し
、
次
の
か
た
は
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
、
給
与
所
得
者
で
他
の
所
得
が
な

　
　
く
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

　
　
書
が
役
場
へ
提
出
さ
れ
た
か
た
。

　
一
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
か

　
　
た
。

住民税申告相談日程

　
申
告
用
紙
の
配
布

　
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は
、
申
告
の
日

時
場
所
を
記
入
し
た
申
告
書
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。
日
程
は
、
表
の
と
お
り

で
す
の
で
、
混
雑
を
さ
け
る
た
め
に
な

る
べ
く
指
定
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
も
し
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
申
告
書
が
と
ど
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
申
告
会
場
へ
お
い
で
い
た

だ
く
か
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
い
た
だ
く
書
類

　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
同
じ
書
類
が

必
要
で
す
の
で
ご
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

月
　
　
　
　
　
日

該
当
地
区

会
　
　
　
場

二
月
二
＋
三
日
㈹

須
賀
広
・
野
原

農
村
セ
ン
タ
ー

（
農
協
南
支
所
脇
）

費
㈹
一
三
〇
四
呼
出

〃
二
＋
四
日
㈱

小
　
　
江
　
　
川

〃
二
＋
五
日
㈲

板
　
　
　
　
井

〃
二
＋
六
日
働

塩
　
柴
・
千
代

三
月
一
日
㈲

三
本
　
上
新
田

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
農
協
本
所
裏
）

費
G
⑤
一
八
○
八
呼
出

「
〃
　
二
日
㈹

押
　
　
　
　
　
切

〃
　
三
日
㈱

成
　
　
　
　
　
沢

〃
　
四
日
㈱

樋
　
春
　
南
　
北

〃

五

日
㈹

御
　
正
　
新
　
田

※時間、各会場とも午前9時から午後4まで。
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板
井
地
区

集
落
農
業
推
進
事
業
の
成
果

　
米
の
生
産
が
過
剰
で
あ
る
一
方
、
増

産
が
心
要
な
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
等

が
十
分
で
な
い
と
い
う
わ
が
国
全
体
の

農
業
生
産
の
現
状
か
ら
、
昭
和
五
十
三

年
以
来
水
田
利
用
再
編
対
策
が
実
施
さ

れ
、
地
域
の
特
色
及
び
性
格
に
応
じ
た

手
法
に
よ
り
、
需
要
の
動
向
に
安
定
的

に
対
応
で
き
る
地
域
農
業
の
再
編
成
が

さ
け
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
大
字
板
井

地
区
は
昭
和
五
十
四
年
度
に
「
集
落
農

業
推
進
事
業
」
の
実
施
地
区
に
指
定
さ

れ
、
集
落
農
業
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

集
落
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
を
何
回
と
な

く
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
水
田
利
用
再
編
対
策
が

強
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
米
に
代
わ

る
作
物
を
何
に
す
る
か
が
大
き
な
問
題

で
し
た
が
、
専
業
農
家
を
中
心
と
す
る

有
志
十
数
名
が
群
馬
県
富
岡
市
に
お
ら

板井地区を視察する田沢農林水産大臣

れ
る
篤
農
家
を
視

察
し
て
、
水
田
利
用

を
団
地
化
す
る
こ

と
に
ょ
り
転
作
奨

励
金
を
加
え
れ
ば
、

水
稲
を
作
る
よ
り

も
は
る
か
に
高
収

益
に
な
る
作
物
と

し
て
麦
・
大
豆
が

よ
い
こ
と
が
解
り
、

実
証
圃
に
よ
る
検

討
、
先
進
地
調
査

等
を
経
て
昭
和
五

板井地区ブロツク・ローテーション

新田

（・
錫

　
　
　
詠
＼

　
　
　
謝

　
　
　
伊

十
五
年
度
か
ら
大
豆
集
団
栽
培
を
実
施

す
る
作
付
栽
培
協
定
が
関
係
者
三
十
五

戸
に
よ
っ
て
結
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
方
式
は
、
板
井
土
地
改
良
区
の

約
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
づ

つ
の
三
団
地
に
区
分
し
、
米
・
麦
・
大

豆
の
組
み
合
せ
に
よ
り
三
年
で
一
巡
す

る
田
畑
輪
換
方
式
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

生
産
性
の
向
上
、
連
作
障
害
の
回
避
や
、

地
力
保
全
等
を
は
か
る
こ
と
を
目
標
に
、

昭
和
五
十
五
年
度
は
三
、
ニ
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
大
豆
集
団
栽
培
を
行
い
、
収
量
目

標
を
一
〇
ア
ー
ル
当
り
三
〇
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
に
お
き
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
努

力
に
よ
り
収
穫
は
一
〇
ア
ー
ル
当
り
三

二
ニ
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

村
の
代
表
と
し
て
大
豆
共
励
会
に
出
展

し
、
関
東
農
政
局
長
賞
・
知
事
賞
を
は

じ
め
数
々
の
賞
壱
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

／、Ψ岩井田
　　　　　凡例

　　　口　1年目

　　　翅2年目
　　　翅3年目

　
昭
和
五
十
六
年
度
に
は
昭
和
五
十
五

年
度
の
実
例
を
生
か
し
て
、
集
落
内
の

積
極
的
な
話
し
合
い
か
ら
、
新
た
に
三

カ
所
（
伊
勢
清
水
、
谷
足
、
新
田
）
で

同
じ
輪
換
方
式
に
よ
る
作
付
協
定
が
成

立
し
、
大
豆
作
付
面
積
は
一
〇
・
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
お
よ
び
ま
し
た
。
・

　
集
落
農
業
の
確
立
を
目
指
し
、
転
作

を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
が
農
家
の
悩
み

で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
機
会
を
通
じ

て
専
業
農
家
と
兼
業
農
家
が
合
体
し
て

活
動
を
展
開
し
、
集
落
農
業
共
同
体
意

識
が
回
復
し
て
、
板
井
地
区
全
員
の
話

し
合
い
の
も
と
に
、
郷
土
芸
能
や
地
区

運
動
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
歳
末
恒

例
の
福
祉
も
ち
つ
き
の
も
ち
米
の
提
供

等
、
数
々
の
地
域
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
し
て
一
月
二
十
日
に
は
、
こ
の
板

井
方
式
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
、
田
沢
吉
郎
農
林
水
産
大
臣
が

公
式
に
現
地
視
察
を
さ
れ
ま
し
た
。
村

に
お
い
て
も
村
長
、
議
会
代
表
者
等
多

数
臨
席
し
、
板
井
地
区
で
は
区
長
さ
ん

を
は
じ
め
地
元
の
方
々
も
多
数
出
席
し
、

熱
烈
な
る
歓
迎
を
行
い
ま
し
た
。
農
林

水
産
大
臣
も
、
こ
の
板
井
方
式
が
全
国

に
波
及
す
る
こ
と
を
国
は
考
え
て
い
る

と
の
談
話
を
発
表
し
、
こ
の
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
こ
と
を
行
っ
た
皆
さ
ん
に
深

く
感
謝
す
る
と
の
お
こ
と
ば
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
な
る
に
は
、
幾
多
の
曲

折
も
あ
り
、
そ
の
度
に
全
員
で
納
得
の

い
く
ま
で
話
し
合
っ
て
問
題
を
乗
り
越

え
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
地
区
リ
ー

ダ
ー
を
始
め
推
進
員
の
方
々
の
正
し
い

理
解
と
熱
心
な
る
推
進
努
力
を
い
た
だ

い
た
こ
と
と
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
こ
れ
ま
で
に
な
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
す
で
に
こ
の
方
式
に
よ
り
、
集
団
転

作
の
合
理
性
が
立
証
さ
れ
る
と
と
も
に

地
力
保
全
に
よ
っ
て
裏
作
麦
の
生
産
安

定
が
期
待
さ
れ
、
板
井
地
区
だ
け
で
な

く
、
大
字
樋
春
北
、
上
新
田
、
柴
、
千

代
地
区
が
実
施
さ
れ
多
大
な
成
果
が
あ

が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
こ
の
板
井
方
式
を
モ
デ
ル

と
し
て
全
村
に
こ
の
方
式
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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おしらせいちば

問い合わせは　　　　●

詳しくは、下記に問い合わ

せてください。

役　　場（36）1525
体育館（36）5468
浄　　水　　場　（36）　4740

老人センター（36）5600
清掃センター（36ナ5745

　　，　熊谷会館10周年記念　　　i　経営の合理化　　　　　i

　　i　さとう宗幸・熊谷公演　i　　青色申告をどうぞ　　i
　　i＝仙八先生春のコンサート＝i絶申告は経営の合理化に役立i

　　　日時3月27日㈹午後6時30分iつだけでなく、税金の面でも有利i
　　l　　　開演　　　　　　　　　　　iになりますので、この申告を希望　i
　　i会場埼玉県熊谷会館　　 iする事業主のかたは、商工会にごi
））i入場料　　●10周年記念特別料金●i相談ください。なお、青色申告の　i

ン　
＼
＼
覧

　　A席1，800円（座席指定）
　　B席1，000円（座席自由）
　　前売は、熊谷会館・八木橋
　　タニダ楽器・清水海苔店・
　　朝日堂書店で発売。
主．催　埼玉県産業文化協会

後援熊谷市・深谷市・妻沼町

i決算指導を次のとおり行いますの

iでご利用ください。

　Oとき2月19日（金）
i　　　　　　　2日間i　　　3月3日㈱
i　Oじかん　午前9時から午後4時
i　Oところ　母子健康センター

　　岡部町・寄居町・川本町　i
　　花園村・大里村・江南村　i
お問い合せは熊谷会館へ

　　　電話23－2535番　i

二月は省エネルギー

　　　　　月間です！
◎大切に使おう身近かなエネルギ

○暖房温度は18度に調節を。

○お風呂は沸かし方に工夫を。

○テレビはつけっぱなしにしない
ように。

○洗たくは、上手に工夫を。

Oあかりは、っけっぱなしにしな
いように。

◎電気のほか、ガソリン、ガスな

　ども貴重なエネルギーです。大
切に使いましょう。

※省エネルギーのご相談は、

　　　　　東京電力へ。
　　　　電話（22）4505番

入所生の募集
一身体障害者更生指導所一

一国民年金一
保険料が5，220円に

　国民年金保険料は1ヵ月につき　i
　4，500円ですが、今年の4月か　i
　ら5，220円に変ります。　　　i
　国民年金は、老齢年金や障害年　1

　金などを支給して加入者の生活の　i

　すが、この支給の財源は皆さんが　1
納めた保険料と国の負担とでまか　i

　なわれています。っまりより多く
　の年金額とするためにはそれだけ　i

　ってきます。そこで保険料につい　i

　ても1ヵ月5，220円としたもの　i

l安定を図ることを目的としていま

iの財源を確保することが必要とな

○入所資格　身体障害者手帳を持　i
っている方で満15歳以上の者
○募集人員　男…10名　女…10名　i

i　O訓練内容　機能回復訓練・運動

i訓練・生活訓練・作業訓練など。
i　O入所時期　昭和57年4月

i　O申込手続　役場住民課

　心配ごと相談所
　とき2月23日㈹
　　　3月23日吠
　ところ　母子健康センター
　じかん　いずれも午前9時30分か

　　　ら正午まで

iです。

　なお、付加保険料は従来どおり

　1ヵ月400円です。

　年金受給者は現況届を　i

　国民年金の給付を受けている人　i
iは、年に1回「国民年金受給権者　i
i現況届」を提出しなければなりま　i
　せん。この届は、引続き年金を受　i
，ける権利があるかどうか確認する　i

　ためのものです。　　　　　　　、　l

i　老齢年金、通算老齢年金を受け　i

iている人は、ご自分の誕生日の月　i
　の末日までに、社会保険庁業務課　i

く
、

だあて　二　信・▽▽増之一 ▽’証 ▽▽二 』 ▽　▽者方さ　▽の1
さりいな一詳用国申取額毎返基一保利年高融一融はでれ高利融ン国
いまるお1し組民込扱返月済金名証息以校資世資四年る校用資L民
。す方’二く合金窓期済元方L以人△内三期帯額四収た’でをと金
　のは進七は’融ロ間の利法の上△　の年間あ△○がめ高き行し融
　　　　　　労公△△併均△　　　年据以△た公

庫
、
銀
行
、
信
用
金
庫

労
働
金
庫
、
農
協
な
ど
。

、
国
民
金
融
公
庫
（
電
話

三
一
）
へ
。

学
積
立
郵
便
預
金
を
さ
れ

、
内
容
に
若
干
の
違
い
が

で
、
郵
便
局
で
ご
相
談
く

等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
月

用
も
で
き
ま
す
。
）

　
一
月
か
ら
四
月
ま
で

。
保
証
人
の
代
り
に
「
保

ご
利
用
も
可
能
で
す
。

内
、
大
学
四
年
以
内
で

置
も
で
き
ま
す
。

八
・
三
％

り
五
〇
万
円
以
内

国
の
進
学
ロ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
ご
案
内

国
民
金
融
公
庫
で
は
「
国
の
進
学
ロ

ン
」
と
し
て
、
進
学
に
必
要
な
資
金

融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
方
△

高
校
、
高
専
、
短
大
、
大
学
に
進
学

れ
る
た
め
の
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る

で
年
収
が
六
〇
〇
万
円
（
事
業
所
得

は
四
四
〇
万
円
）
以
内
の
方
。
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　　いちば
謙b聴串場

通信教育であなたも学習を

　　　一NHK学園一
　N　HK学園では、通信教育の生徒・　　イ
受講生を募集しています。　　　　　 （＼
O高等学校　普通科コース
　NHKの放送を利用して、働きなが
ら高校卒業の資格をとりたい方に。

入学資格　中学校卒業・卒業見込み又
　　　は同等以上の学力のある方
受付期問　3月1日～4月15日
O高等学校　教養コース
　高等学校レベルの知識と教養を身に
っけたい方に
受講資格　15歳以上の方ならどなたで

　　　も。
受付期問　3月1日～4月30日
O社会通信講座　　（書道・簿記など11
　講座35コース）

　余暇を利用して、趣味と教養を身に
っけたい方に
受講資格　どなたでも
受付期問　2・月1日～5月20日
◎詳しい案内書をご希望の方は、お近
　くのN　HKまたは、下記まで、ハガ
　キに高等学校（普通科コース）・高
　等学校（教養コース）・社会通信講
座別を記入のうえ、ご請求ください。・（＼

　（案内書・送料は無料）

　〒186　東京都国立市富士見台2－
　36　NHK学園案内係

　高等学校の通信教育生

N　　の募集
O募集人員　普通科約1，000名
O応募資格　中学卒業者または同等以
　　　　上の学力のある者。
　　　　年齢は問いません。
0願書受付　3月20日から4月10日ま
　　　　で。
O提出書類　入学願書、中学調査書、
　　　　健康診断書など。
O入学選考　書類によって行うα
O教育方法　家庭学習によるレポート
　　　　提出、月2回程度の日曜日
　　　　にスクーリングを受ける。
O間い合せ　0488（86）4123番
　　　　県立浦和通信制高等学校
　　　　（・浦和市領家5－3－15）

》》》隙騨・　　　一距砺》鈴悲

　　江南村卓球愛好会県体2部で優勝

　去る10月25日花園村を会場に行われました。埼玉県民

体育大会第2部北部地区大会に出場した江南村卓球愛好
会Aチームは、みごとブロック優勝をはたしました。

消
防
職
員
を
募
集

1
熊
谷
地
区
消
防
本
部
－

◇
試
験
の
日
時

　
三
月
八
日
（
月
）
午
前
八
時
三
十
分

◇
試
験
の
場
所

　
熊
谷
地
区
消
防
本
部

◇
募
隻
職
種

消
防
士
若
干
名

◇
受
験
資
格

　
ア
　
熊
谷
市
、
妻
沼
町
、
大
里
村
、

　
江
南
村
に
受
験
申
込
時
に
居
住
す

　
　
る
方

　
イ
　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
現
在

　
　
で
、
年
齢
十
八
歳
以
上
二
十
一
歳

　
末
満
の
男
子

　
ウ
　
身
長
百
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
以
上
身
体
強
健
で
、
消
防
活
動
に

　
耐
え
ら
れ
る
体
力
を
有
す
る
こ
と
。

　
工
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
方
及
び

　
卒
業
見
込
み
の
方
又
は
こ
れ
ど
同

　
　
程
度
の
学
力
を
有
す
る
方

　
オ
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　
　
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

　
②
禁
治
産
及
び
準
禁
治
産
者

　
③
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　
　
そ
の
執
行
を
終
る
ま
で
又
は
そ
の

　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

　
　
ま
で
の
方

　
④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

　
　
お
い
て
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

　
　
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

　
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

　
　
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

　
　
に
加
入
し
た
方

◇
申
込
書
受
付

　
二
月
二
十
二
日
か
ら
三
月
二
日
ま
で

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
（
土
曜
日
は

　
正
午
ま
で
）

◇
詳
細
は
、
熊
谷
地
区
消
防
本
部

　
総
務
課
へ
電
話
〇
四
八
五
－
二
四
ー

　
六
三
八
六
）
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春
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　
二
月
二
十
八
月
～
三
月
十
三
日

．
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま

で
の
二
週
間
全
国
的
に
春
の
火
災
予
防

運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
前
半
の
七
旺
間
は
車
両
火
災
及
び
林

野
火
災
の
防
止
に
、
後
半
を
一
般
火
災

予
防
に
重
点
を
お
“
て
行
い
ま
す
。

　
こ
の
時
季
は
特
に
空
気
が
乾
燥
し
、

風
の
険
い
日
が
多
く
、
ち
ょ
つ
と
し
た

油
断
か
ら
思
わ
ぬ
大
火
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

注
意
で
尊
い
人
命
や
財
産
を
火
災
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
運
動
の
主
な
目
標
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
○
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

　
焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

　
○
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

　
○
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全

　
の
確
保

　
○
異
状
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

　
発
生
防
止
対
策
の
推
進

　
○
車
両
火
災
防
止
対
策
の
徹
底

　
○
林
野
火
災
防
止
対
策
の
徹
底

　
意
お
熊
谷
地
区
消
防
本
部
で
は
防
火

指
導
や
防
災
フ
イ
ル
ム
の
貸
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
予
防
課
（
電
話
二
二
ー
四
四
四
五
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

別火灸発生状況ロ■H，1和55でト、681

　　　　　　　□昭和56年、641

八れ十

月
叛
1
3
鑑
1
0
9
8
7
6
5
4
3
｝
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命

鴨
　
　
o
dkノ
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4

あ
な
た
の
消
火
で
き
る
範
囲

　
ど
ん
な
火
災
で
も
は
じ
め
は
〃
ボ
ヤ
”

期
を
を
失
せ
ず
、
あ
わ
て
ず
消
火
す
れ

ば
火
災
を
大
き
く
し
な
い
で
ず
み
ま
す
。

　
火
が
出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
さ
っ
さ

と
逃
げ
だ
す
の
は
落
第
で
す
。
ま
ず
「
火

事
だ
」
と
大
声
で
隣
近
所
へ
知
ら
せ
て

か
ら
早
い
う
ち
に
消
火
行
動
を
と
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
火
災
の
よ
う
す
は
、
燃
え
て
い
る
場

所
、
燃
え
て
い
る
物
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
住
宅
の
場
合
、

ふ
す
ま
な
ど
に
火
が
つ
い
て
、
天
井
に

炎
が
達
す
る
ま
で
に
、
ふ
つ
う
三
分
～

五
分
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。

勝
負
の
分
か
れ
目
、
三
分
間

　
こ
の
三
分
間
が
あ
な
た
に
と
っ
て
大

切
な
初
期
消
火
の
時
間
な
の
で
す
。
天

井
に
火
が
入
る
ま
で
が
、
初
期
消
火
の

限
界
で
す
。

　
こ
の
“
立
ち
上
が
り
”
の
燃
え
を
押

さ
え
る
こ
と
が
初
期
消
火
の
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　
煙
や
炎
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
あ
わ
て

ず
に
、
落
ち
つ
い
て
消
火
す
れ
ば
、
案

外
た
い
し
た
こ
と
な
く
火
は
消
え
て
し

ま
う
も
の
で
す
。

、
≦
…
き
多
多
…
≦
き
≦
～
≦
～
｛
」

r植植～’酬酬“植酬植へ＾幣酬酬怯～へ酬植植酬

　
　
出
題
九
段
　
武
宮
　
正
樹

　
　
白
先
黒
死
　
3
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
左
の
黒
3
子
を
ダ
メ

　
　
ヅ
マ
リ
に
す
る
常
用
の
手
筋
あ
り

98志3

3分で1級
5分で3級

前
号
の
正
解

　
　
く
詰
碁
正
解
V

白
7
ま
で
で
セ
キ
の
活
で
す
。
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